
雨量予測等を活用した河川の水位予測やダム運用の高度化の推進（気象庁との連携）

予測技術の
開発・活用

予測を踏まえて柔軟に運用治水・利水容量を明確に区分・運用

雨量予測
＋

ダム流入量予測

精度向
上

河川管理者、ダム管理者向けの雨量予測を提供すること
により、洪水予測の精度向上やダム運用の高度化に寄与

〇予測技術を活用したダム運用による
治水機能の強化及び水力発電の推進

雨量・流入量予測の精度を向上することで、ダムの治
水のための容量と利水（発電等）のための容量をより柔
軟に運用することが可能となり、事前放流の更なる強化
や水力発電を推進する。

洪水を貯めることが
できる空間が増える。

水力発電に使える
水量が増える。

一級水系では国が都道府県と連携し、水系・流域が一体と
なった洪水予測を行うことで、予測精度の向上のほか、新たに

支川等の予測情報を提供することで防災対応や避難を支援。

水系・流域が一体となった
洪水予測のイメージ

山間部の河川への流出、氾濫を一体
に表現することで、山間部河川、下流
河川における予測精度が向上。

流域全体のあらゆる観測情報
を活用することで、大河川の
水位予測の精度向上、予測時
間の延伸に寄与。

〇提供する水位予測情報の
３日程度先までの長時間化
一級水系のうち主要な河川で、現在６時間

先まで提供している水位予測を長時間化し、
３日程度先の水位予測情報の提供に取り組

むことで、防災対応の準備のほか、特にリード
タイムが必要となる広域避難等の判断を支援。

現在

今後

３日程度先までを予測

〇水系・流域が一体となった洪水予測の実装

６時間先までを予測

○ 気象庁と連携して雨量予測技術の開発を進める等、洪水予測やダム流入量予測の精度を向上させ、河川・ダム管理の高度化を図る。

○ 河川において、水系・流域が一体となった洪水予測や、３日程度先の水位予測による予測の高度化に取り組み、防災対応・避難を支援。

○ ダムにおいて、予測を活用した柔軟なダム運用により治水機能の強化及び水力発電を推進。

洪水予測の高度化の推進 雨量予測技術の開発（気象庁と連携） ダム運用の高度化の推進

精度向上

＜ダム流入量予測技術等の開発（AIの活用）＞
雨量予測の精度向上の取組と併せて、ダムの操作に

必要なダムへの流入量を雨量予測結果からAIを活用
して予測する取組を実施。
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